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令和４年事業報告及び決算に関する件                                                  

 

令和４年事業報告 

 

１．事業概要 

令和４年は、当市場のこれからの在り方の検討で終始した１年間でした。 

まず、市場開設から４０年間の「あゆみ」の原案を作成してこれを基礎資料とし、東広島市と共

同して、全国の第３セクター市場及び広島県内市場並びに生産者（個人、農業法人、株式会社等）、

買受人（仲卸、小売り、スーパー等）、消費者（企業、大学、飲食店、病院等）及び関連事業者に

アンケート調査を、また市内大手量販店や当市場への大口出荷者に対してはインタビューを行いま

した。そして、その分析結果や他市場の事例等を参考に、当市場の現状を踏まえた事業継続性につ

いて調査し報告することをコンサルティング会社に依頼し、その報告書を10月19日付けで受けま

した。 

その結論は、当市場を今後も継続していくためには民営化への転換が望ましいというもので、こ

の結果と東広島市議会から東広島市へ同主旨の提案があったこと、及び東広島市から無償で借用し

ている市場敷地の使用貸借契約が令和８年３月末で満了となることなどから、当市場が将来も存在

し続けるために、当市場が市民生活にとって欠かすことのできない施設であることを明確に示すこ

とが、今強く求められているとの認識に立って、新たな市場の在り方を求めて、市場活性化方針を

まとめるべく協議を重ねてきたところです。 

次に、心配された新型コロナウイルス感染症についてですが、当市場への直接の影響はなく、市

場活動は１年間、「東広島流通センターカレンダー」どおりに行うことができました。 

次に、当市場での青果物の取扱状況ですが、取扱量は前年よりも 158ｔ減少して 4,656ｔに、金

額は2,066 万3 千円増加して11 億6,686 万6千円になっております。またそのうち地場産は、取

扱量が1.6ｔ減少して230.7ｔに、取扱金額が344万3千円増加して6,262万円になっております。

取扱量減少の要因は、量販店からの受注の減少及び高齢化並びに産直市開場の影響で地場産入荷量

が減少したことによるものです。また、取扱量が減少しているのに取扱金額が増加した要因は、気

候変動や大手量販店の動向により市場相場が高騰したことによるものです。卸売業者に取りまして

は、取扱額の増によって当面の手数料は増収となりますが、長期的な視点に立てば、取扱量の減少

は将来に関わる重大な問題でもあります。 

次に、当市場施設への入居状況ですが、前事業年度末には、仲卸店舗が２区画、関連店舗が２区

画未入居となっていましたが、ＪＡが関連店舗から仲卸店舗に移動し、残る仲卸店舗１区画とＪＡ

退出分も含めた関連店舗3区画に新たな入居者があったことから、現在は全室入居となっておりま

す。 

最後に、令和４年中に行った臨時的事業ですが、前述のコンサルティング会社への委託事業（550

万円）と新たな入居者のためのシャッター更新事業（210万円）を行っております。 

  以上が、令和４年に行った事業の概要でございます。 
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２．会社の現況 

（１）事業内容 

地方卸売市場の開設並びに同市場に参加する関係業者に対する土地、建物付帯施設等の賃貸、  

  管理及び地方卸売市場業務の運営 

 

（２）事業所及びその概況 

➀所在地   広島県東広島市八本松東二丁目２１番１号 

②名称    東広島流通センター株式会社 

③敷地面積  １７,３２４.６１㎡（東広島市所有地） 

④建物面積  卸売市場棟 ３,１００㎡ 

    関連店舗棟   ９００㎡ 

 

（３）株式の状況 

➀発行可能株式の総数          ３３,０００株 

②発行済株式の総数            ３３,０００株 

③株主及びその所有株数 

東広島市         ２２,５１５株 

  広島中央農業協同組合    ９,３００株 

三原市              ６８５株 

東広島青果株式会社         ５００株 

 

（４）取締役・監査役の氏名 

代表取締役社長   垣   德       取締役副社長  多  田   稔 

常務取締役      鈴  木  嘉 一 郎     取締役        田  中  宏  政  

取締役     清  田  幸  宏      取締役      池  本  勝  彦 

      監査役     山  下   照   美         監査役      升  広   五   司 

 

（５）主な行事等 

実施した日  行  事  の  内  容 

１月 ５日 

３月２日及び４日 

３月１５日 

３月２９日 

同日 

同日 

５月３１日 

 

仕事始め、初市 

監査役による第４１期事業年度決算に係る監査 

第１回取締役会 

第２回取締役会 

第４１期定時株主総会 

第３回取締役会 

当市場の事業継続性に関する調査報告事業をコンサルティング会

社に委託 
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６月～９月 

 

 

 

 

１０月１９日 

１０月２７日 

１１月２４日 

１２月３０日 

全国第３セクター市場、広島県内市場、生産者（個人、農業法人、

株式会社等）、買受人（仲卸、小売り、スーパー等）、消費者（企

業、大学、飲食店、病院等）、関連事業者を対象にアンケート調査

を実施 

市内大手量販店、当市場への大口出荷者にインタビューを実施 

委託事業の報告書を受納 

第４回取締役会 

第５回取締役会 

仕事納め 
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市場活性化方針に関する件 

 

 

地方卸売市場東広島流通センター市場活性化方針を別紙のとおり定める。 

 

 

令和５年３月２８日 

 

東広島流通センター株式会社 
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令和５年事業方針及び予算に関する件 

 

1． 事業方針 

 

青果物供給の拠点施設として整備された当流通センターを維持し発展させていくためには、入居す

る卸売業者、仲卸業者及び関連店舗業者にしっかり事業展開していただくことはもちろんのこと、多

くの生産者・出荷者、買受人及び市民に来場して市場を活用していただくことが不可欠であり、当社

はそのための環境を整えていく役割を担って参りました。しかし残念ながら、期待された実績を上げ

られないまま今日を迎えているのが実態です。 

その要因としましては、管内で市場開設時の計画に掲げたような農業生産の実績があがっていない

ことや市場開設直後から農業の国際化と国内流通の迅速化が急速に進んだこと、及び管内の小売りの

流通形態が大きく変わったこと等の当市場を取り巻く環境が挙げられますが、東広島青果株式会社と

一緒になってこれらの変化に敏感に対処していくことができる人的体制がなかったことが、何よりも

根源的な要因であったと分析しています。 

当市場のこのような状況に対しまして、令和５年２月２８日付けで東広島市長から、「東広島流通セ

ンターの今後の方向性について」という申し入れがなされ、市場の活性化を強く求められました。 

これを受けて決定したのが「地方卸売市場東広島流通センター市場活性化方針」です。 

令和５年はその第１年目として、取り組む個別事業とその目標数値の決定及び市場関係者への説明

と協力依頼を早急に行い、順次事業に着手してまいります。また、建設から４１年を迎える建物の健

康診断を行ってまいります。 

いずれにいたしましても、今がまさに当市場にとっての正念場であることを深く念じ、過去の無作

為を反省して、新たな１年を将来に禍根を残さないための時間とすべく、当社一丸となって取り組ん

でまいる所存です。 
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